
事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

211,334

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 財政調整基金積立金
補正予算

1,334

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 3 財産管理費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

財政課

 将来の財政負担に備えるため、財政調整基金への積み
立てを行う。

備  考

事業 1 本庁財産管理費

根拠条例等 宇陀市財政調整基金条例
総合計画 基本計画 ６−２−３ 健全な財政運営

 後年度において財源不足を生じたときの調整財源とし
て財政調整基金に積み立て、財政の健全な運営に資す
る。
 財政調整基金積立金 210,000千円

210,000

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源 210,000

補正額

基金名

財政調整基金

（千円）

令和3年度末残高（見込）

1,413,179

令和3年度末の基金残高の見込み

科 目 補正前 補正額 補正後

積立金 1,334 210,000 211,334

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

5,038

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 大宇陀南部地域ボランティア有償運送運行事業
補正予算

2,819

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(市⻑公室)

事業の目的

区分 区分名№

目 4 企画費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

総合政策課

 大宇陀南部地域において、地域のボランティアが主体
となって運行する市町村有償運送事業を実施し、市⺠の
移動手段の確保と利便性の向上を図る。

備  考

事業 23 大宇陀南部線運行事業
費

根拠条例等 宇陀市代替バス事業に関する条例
総合計画

ボランティア有償バス使用料
             240
安心して暮らせる地域公共交通
確保事業補助金     1,128

基本計画 ２−３−２ 地域公共交通の充実

 実証実験を行っている大宇陀南部地域ボランティア有
償運送事業について、令和3年12月から本格運行を行
う。
 定時定路線型で運行するバスにデマンド方式を組み合
わせ、利用者の自宅から目的地までドアtoドアでの移動
を可能にすることで、通院・買い物等の移動手段の確保
を図る。
本格運行開始日：令和3年12月1日
運行地域：大宇陀南部地域、ｽｰﾊﾟｰもりかわ、 村病院等
運行便数：6便／日
使用料：１人１乗車につき大人300円、小人150円
    定期券（1カ月）大人6,000円、小人3,000円
運行業務：まちづくり協議会

2,219

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料 240

国費

県費 1,128

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源 851

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

委託料 2,819 2,219 5,038

合 計 2,819 2,219 5,038

(単位:千円)
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 500

R3補正前
予算額

一般財源

補正額 500

備  考

事業 1 本庁生活安全対策費

根拠条例等 宇陀市特殊詐欺等防止対策機器購入補助金交付要綱
総合計画

ふるさと応援基金繰入金  500

基本計画 ２−１−３ 防犯体制と消費者保護の強化

 悪質電話による特殊詐欺等の犯罪被害を未然に防止す
るため、特殊詐欺等防止対策機器（防犯電話等）を購入
する65歳以上の市⺠に経費の一部を補助する。
 補助対象経費の1/2補助（上限１万円）

 R2実績 （補助制度R2年10月〜）73件
 R3実績 （R3年8月19日時点）  26件

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 10 生活安全対策費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

総務課

 安全で住みよいまちづくりに向けて、市⺠の防犯意識
を高め、安全で安心して暮らせる地域社会を目指す。

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

800

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 特殊詐欺等防止対策機器購入補助事業
補正予算

300

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 300 500 800

合 計 300 500 800

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

519

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 榛原総合センター新型コロナウイルス感染症対策事業 
補正予算

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(市⻑公室)

事業の目的

区分 区分名№

目 16 総合センター管理運営
費

款 2 総務費

項 1 総務管理費

地域振興課

 施設利用者の安心感を高め、各種イベントや会議に参
加できる環境づくりとして、榛原総合センターの空調機
を空気清浄機能付きに交換し、新型コロナウイルスによ
る感染防止を図る。

備  考

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

根拠条例等
総合計画

ふるさと応援基金繰入金  519

基本計画 ４−４−２ 芸術・文化環境の充実

 榛原総合センター研修室１の空調機を空気清浄機能付
きに改修する。
 空気清浄機能付空調機
 471,000円×1台×1.1＝518,100円

519

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 519

R3補正前
予算額

一般財源

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

修繕料 0 519 519

(単位:千円)
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補正額 4,000

R3補正前
予算額

13,043

R3現計
予算額

17,043

特定財源の状況（単位：千円）
ふるさと応援基金繰入金 4,000

備  考

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）空き家改修補助金 2,000千円×2件＝4,000千円
補助率 宇陀市⺠1/2、宇陀市外1/3
    条件不利地域以外からの転入者については、
    新型コロナ感染症対策として2/3

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 4,000

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ２−２−３ Ｕ・I・Ｊターンの促進
根拠条例等 宇陀市空き家対策・起業者支援事業補助金交付要綱

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

 市内の空き家を活用し起業をする者に対し、その事業
費の一部を補助することで、コロナ禍を契機に都市部か
ら宇陀市への移住促進を図る。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 17 まちづくり支援費

項 1 総務管理費

所管課 地域振興課 (市⻑公室) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 空き家活用推進事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 13,043 4,000 17,043

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 宇陀の魅力体験施設整備事業
所管課 地域振興課 (市⻑公室) 宇陀市一般会計予算

款 2 総務費

区分 № 区分名

事業の目的

 新しい生活様式への対応として、宇陀市の良さを生か
した「生活・働く」スタイルとして、空き家を活用した
都市部からの移住体験施設等によるリビングシフトを推
進する。

事業 101
まちづくり支援費（定
住促進事業）

目 17 まちづくり支援費

項 1 総務管理費

総合計画 基本計画 ２−２−３ Ｕ・I・Ｊターンの促進
根拠条例等

国費 8,592

県費 2,045

市債 9,200

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 令和２年度に売買契約を締結した室生大野の古⺠家に
ついて、改修工事を施したうえで今年度中に供用開始す
る。
 改修は、キッチン、トイレ等の水まわり、玄関、１階
居間４室、２階の間仕切り部分の接続等を行う。
 改修完了後は速やかに供用開始し、移住希望者向けプ
ロモーションの実施及びお試しサテライトオフィスや
ワーケーションにも対応していきたい。
[スケジュール]
12月定例会 設置条例の策定
  3月定例会 指定管理者の指定

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 1,996

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 21,833

R3補正前
予算額

1,483

R3現計
予算額

23,316

特定財源の状況（単位：千円）
社会資本整備総合交付金 8,592
移住促進施設整備事業補助金
            2,045
過疎対策事業債     9,200

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 3 416 419
役務費 280 142 422
委託料 1,200 1,584 2,784
使用料及び賃借料 0 1 1
工事請負費 0 15,600 15,600
備品購入費 0 4,090 4,090

合　計 1,483 21,833 23,316

(単位:千円)

-6-



特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源 2,400

補正額 2,400

備  考

事業 1 本庁賦課徴収費

根拠条例等 地方税法、宇陀市税条例
総合計画 基本計画 ６−２−３ 健全な財政運営

【課税更正還付金の増額補正】
 株式譲渡割控除に伴う還付金が増加し、課税更正によ
る還付金が不足する見込みのため。

宇陀市一般会計予算(総務部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 賦課徴収費

款 2 総務費

項 2 徴税費

税務課

 公平かつ適正な賦課徴収事務を行い、市の財源確保に
努める。

[第 4 号] 事業別シート

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

11,150

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 課税更正還付金
補正予算

8,750

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後

償還金、利子及び割引料 8,750 2,400 11,150

(単位:千円)
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補正額 1,800

R3補正前
予算額

5,280

R3現計
予算額

7,080

特定財源の状況（単位：千円）
ふるさと応援基金繰入金 1,800

備  考

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） コロナ渦の中、この仕組みを更に利用することで接触
することなく情報交換ができ、効率よく医療連携が可能
となるため、東和医療圏下での広域活用を展開する。
【広域消防組合・救急医療連携】
 情報端末 8台 救急車両にて情報共有
【天理よろづ・高井病院 医療連携】
 情報端末 5台 2次病院医療連携室と連携

 連携機器の増設を行い、医療連携の効率化を図り、市
⺠への救急医療推進を図る。

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 1,800

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 １−４−２ 地域医療と福祉の連携の推進
根拠条例等

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

 市⺠が住み慣れた地域で、安心安全の医療介護サービ
スを受けることを推進するための地域ケアシステム構築
の一部であり、中核病院や医科・⻭科診療所、訪問看
護、薬局、介護事業所などにおいてネットワークを結
び、情報を共有し医療・介護サービスの向上・効率化を
目指す。

事業 1 本庁保健衛生総務費

目 1 保健衛生総務費

項 1 保健衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 医療介護連携ICT負担金
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 5,280 1,800 7,080

(単位:千円)
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補正額 12,599

R3補正前
予算額

238,215

R3現計
予算額

250,814

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業費補助金  12,599

備  考

国費 12,599

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 令和3年11月末までに64歳以下の接種を完了するため
必要な接種体制の確保に要する経費。
 当初は9月末までに接種完了予定であったが、ワクチン
の供給減により、特設会場の変更と接種スケジュールの
変更を余儀なくされた。
＜国庫補助対象となる経費＞
・ワクチン供給による接種体制変更に係る経費
・接種記録に係るマイナンバー情報連携システム改修に
係る経費
・接種証明書の発行事務に係る経費

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 １−１−２ 保健事業の充実
根拠条例等 予防接種法

款 4 衛生費

区分 № 区分名

事業の目的

 新型コロナウイルス感染症による発症及び重症化を予
防するとともに集団免疫を高め、結果として新型コロナ
ウイルス感染症のまん延防止を図るため、新型コロナウ
イルスワクチン接種を円滑に実施することを目的とす
る。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 2 予防費

項 1 保健衛生費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 新型コロナウイルスワクチン接種事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬 4,514 1,320 5,834
職員手当等 20,845 0 20,845
旅費 142 136 278
需用費 9,430 1,614 11,044
役務費 6,063 665 6,728
委託料 193,254 8,381 201,635
使用料及び賃借料 462 483 945
備品購入費 700 0 700
繰出金 2,805 0 2,805

合 計 238,215 12,599 250,814

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 宮奥ダム管理運営事業
所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

 宇陀川の最上流に位置する宮奥ダムの適切な管理運営
により、大宇陀南部⻄部地域の安定した農業用水及び南
部地域の生活用水の確保を行う。
 また、水辺公園の維持管理を行い、市⺠に憩いの場を
提供する。

事業 25 宮奥ダム管理費

目 3 農業振興費

項 1 農業費

総合計画 基本計画 ３−３−１ 農業生産基盤の整備と農地の保全
根拠条例等 宇陀市宮奥ダム管理条例、宇陀市宮奥ダム管理条例施行規則、河川法、河川法施行令、河川法施行規則、水利使用規則

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）[下流放流警報局制御装置及び堤体観測装置]
 令和3年6月に落雷の影響を受け、下流放流警報局2及
び3の基盤故障と宮奥ダム堤体観測装置の通信データー変
換機器の故障により、観測不能となった機器の調査復旧
を行う。
 修繕料 1,412千円

[取水設備]
 令和4年度〜6年度の取水制御機器⻑寿命化更新事業に
向け、令和4年度に実施予定の⻑寿命化機能診断に係る現
時点の詳細な事前診断を行うことにより、令和4年度から
国の補助事業として事業実施を行う。
 機械設備点検委託料 3,339千円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 275

一般財源 4,476

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 4,751

R3補正前
予算額

7,551

R3現計
予算額

12,302

特定財源の状況（単位：千円）
雑入（建物災害共済保険） 275

備  考

8,275

180

12,302

1,412

3,339

4,751

負担金、補助及び交付金 180

合　計 7,551

役務費 825

委託料 4,936

補正額 補正後

（単位：千円）

2,866

825

156旅費 156

需用費 1,454

項　目 補正前
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補正額 12,588

R3補正前
予算額

15,000

R3現計
予算額

27,588

特定財源の状況（単位：千円）
美しい森林づくり基盤整備事業
交付金        12,588

備  考

国費 12,588

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 森林所有者等が実施した森林整備（間伐、作業道開
設）に対し、予算の範囲内で事業に係る経費の1/2を補
助する。
 市では市内森林組合が森林所有者の代理となって交付
申請を行う。
 令和3年度から新事業計画による事業が継続され、事業
費が増加された。

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−３−４ 森林の保全と多面的利用の促進
根拠条例等 宇陀市美しい森林づくり基盤整備事業補助金交付要綱

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

 森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法におい
て、宇陀市が作成した「特定間伐促進計画」に基づき、
森林所有者等が実施する取り組み（地球温暖化防止をは
じめとする、森林の多面的機能の維持増進のための森林
整備事業 例：間伐・作業道開設）を支援するため、予
算の範囲内で交付金を交付する。

事業 1 林業振興費

目 2 林業振興費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 美しい森林づくり基盤整備事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後

負担金、補助及び交付金 15,000 12,588 27,588

(単位:千円)
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補正額 1,000

R3補正前
予算額

34,364

R3現計
予算額

35,364

特定財源の状況（単位：千円）
森林環境整備促進基金繰入金
           1,000

備  考

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 市産木材の利用を促進し、市内経済の活性化を図るた
め、市産木材を活用して事業を行った者に対し、予算の
範囲内において商品券（ウッピー商品券）を交付する。
 市内・・・・  10万円分
 市外・・・・ 5万円分
 宇陀市産木材利用促進事業補助金 1,000千円
[実績]
令和2年度 市内10件、市外12件
令和3年度 市内14件、市外  3件（R3年8月19日時点）

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 1,000

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−３−４ 森林の保全と多面的利用の促進
根拠条例等

 森林環境譲与税の創設に伴い、当該譲与税を基金に積み立
て、それを財源として、間伐や人材育成、担い手の確保、木材
利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進を図る。
 また、森林整備に対する事業の他、災害に強い森林整備や森
林が持つ公益的機能などを広く啓発するための事業を行い、都
市住⺠等への森林整備の重要性に対する理解の醸成を図ると共
に、宇陀市産木材のPRを行い、木材需要の増加を目指す。

款 5 農林水産業費

区分 № 区分名

事業の目的

事業 12 森林環境譲与税推進事
業

目 2 林業振興費

項 2 林業費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 森林環境譲与税推進事業（宇陀市産木材利用促進事業）
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後
人件費 3,347 0 3,347
旅費 200 0 200
需用費 400 0 400
役務費 114 0 114
委託料 24,270 0 24,270
原材料費 2,000 0 2,000
使用料及び賃借料 493 0 493
負担金、補助及び交付金 3,540 1,000 4,540

合 計 34,364 1,000 35,364

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 事業者緊急対策支援事業
所管課 商工産業課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 新型コロナウイルス感染症対策や売上減少の回復に向
けた取組を推進し、幅広い業種の事業者等を迅速かつ包
括的に支援するため事業費の2分の1を補助を行う。

事業 3 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 1 商工振興費

項 1 商工費

総合計画 基本計画 ３−４−２ 地元事業所活動の促進・支援
根拠条例等 宇陀市事業者緊急対策支援補助金交付要綱

国費 5,586

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）事業者緊急対策支援事業
・補助金 （負担率 市1/2・事業主1/2）
 500千円×20件＝10,000千円
[実績]
R2年度 59件
R3年度（R3年8月19日時点） 44件

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 4,414

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 10,000

R3補正前
予算額

17,007

R3現計
予算額

27,007

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金   5,586
ふるさと応援基金繰入金 4,414

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後
役務費 7 0 7
負担金、補助及び交付金 17,000 10,000 27,000

合 計 17,007 10,000 27,007

(単位:千円)

-13-



事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

4,003

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 事業業態転換等支援事業

補正予算

2,003

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(農林商工部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 商工振興費

款 6 商工費

項 1 商工費

商工産業課

新型コロナウィルス感染症により影響を受ける事業者
の皆様に、業態転換や新たなサービスによる収益の確保
の取り組みに対して補助を行う。

備  考

事業 3 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

根拠条例等 宇陀市事業業態転換等支援補助金交付要綱
総合計画

ふるさと応援基金繰入金 2,000

基本計画 ３−４−２ 地元事業所活動の促進・支援

事業業態転換等支援事業
・負担金、補助及び交付金
 100千円×20件＝2,000千円
[実績]
R2年度 15件
R3年度（R3年8月19日時点） 16件

2,000

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 2,000

R3補正前
予算額

一般財源

補正額

科 目 補正前 補正額 補正後

役務費 3 0 3
負担金、補助及び交付金 2,000 2,000 4,000

合 計 2,003 2,000 4,003

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート
事業
区分

新規 事業名 過疎地域等集落ネットワーク圏形成支援事業補助金
所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 過疎地域等の集落において深刻化する喫緊の課題に対
応するため、基幹集落を中心として、周辺の集落との間
で「集落ネットワーク圏」を形成し、生活の営み（日常
生活支援機能）を確保するとともに、生産の営み（地域
産業）を振興するために「地域運営組織等」が行う取組
を支援することにより、継続的な集落の維持・活性化を
図る。 事業 1 本庁観光費

目 2 観光費

項 1 商工費

総合計画 基本計画 ３−５−２ 地域資源を活かした観光・交流の創出
根拠条例等

国費 13,876

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 菟⽥野地域内に存在する歴史的価値のある天国の井⼾
及び芳野城の史跡を活用することによる観光振興と地域
住⺠がボランティアによる維持管理活動を通して、集落
ネットワークの構築を図る。
 また、地元住⺠と観光協会会員共同による史跡学習会
やイベント等の開催、観光ボランティアガイドの育成、
SNSによる情報発信を行い、菟⽥野地域の魅力の創出に
つなげるため、宇陀市観光協会菟⽥野支部等へ補助を行
う。

分担金･負担金

使用料･手数料

その他 2,976

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 16,852

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

16,852

特定財源の状況（単位：千円）
過疎地域持続的発展支援交付金
           13,876
ふるさと応援基金繰入金  2,976

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後

(単位:千円)

過疎地域等集落ネットワーク圏
形成支援事業補助金

16,85216,8520
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補正額 32

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

32

特定財源の状況（単位：千円）

備  考

国費

県費

市債

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）■指定管理選定委員会委員報酬
委員⻑ 7,800円×1名×1回＝7,800円
委員  6,800円×3名×1回＝20,400円
 合計 28,200円

■指定管理選定委員会委員費用弁償
1,020円×1名×2＝2,040円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 32

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−５−１ 観光基盤の維持・整備
根拠条例等 宇陀市保養センター美榛苑管理条例

款 6 商工費

区分 № 区分名

事業の目的

 多様化する利用者ニーズに応え、保養センター美榛苑の運営
について効率的･効果的な活用を行うため、地方自治法及び宇
陀市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平
成18年宇陀市条例第7号）の規定に基づき、平成２２年１０月
より指定管理者制度を導入している。令和４年３月末で指定期
間が終了するにあたり、次期の指定管理期間において、保養セ
ンター美榛苑の管理運営を行う法人その他の団体を公募する。

事業 1 美榛苑費

目 3 美榛苑費

項 1 商工費

所管課 観光課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 保養センター美榛苑指定管理者選定事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後

報償費 0 29 29

旅費 0 3 3

合 計 0 32 32

(単位:千円)
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[施設イメージ]
①飲食コーナー
 市内外から訪れた方が集える憩いの場づくりと市⺠も楽しむ
駅前の賑わいの創出
②特産品コーナー又はマルシェ等のイベントコーナー
 宇陀市の特産品等ＰＲのできる場づくり
③観光案内コーナー
 宇陀市の観光パンフレットなどを置き、案内も行う。電動自
転車の貸出や管理を見える形でＰＲする。「スポーツツーリズ
ム」に向けて例えば自転車・トレッキング・ハイカー・登山者
等の日帰り観光者の案内やお世話ができる場づくり。
④移住・定住情報コーナー
 市の魅力を発信し、空き家情報や移住希望者への情報提供の
場づくり

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

5,025

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 榛原駅前交流施設整備事業（仮称）じゆうだCafé
補正予算

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(建設部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 都市計画総務費

款 7 土木費

項 4 都市計画費

まちづくり推進課

 近鉄榛原駅前の賑わい創出という課題について、市内
外の方が気軽に利用できる交流施設を設置する。
 施設には「飲食コーナー」、「特産品コーナー又はマ
ルシェコーナー」、「観光案内コーナー」等を設け、宇
陀市の魅力に触れることができる来訪者や市⺠の憩いの
場を提供する。また、「移住・定住」の情報提供も行
う。

備  考

事業 3 本庁都市計画総務費（ま
ちづくり推進事業）

根拠条例等
総合計画

新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金   5,025

基本計画 ２−２−２ 定住につながる環境づくり

5,025

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 5,025

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

実施設計委託料 0 5,000 5,000
建築確認申請手数料 0 25 25

合 計 0 5,025 5,025

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

123

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 学校適正化推進事業
補正予算

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 事務局費

款 9 教育費

項 1 教育総務費

教育総務課

 市内の児童生徒の減少等による小中学校の小規模化に
計画的に対応するため、教育委員会の附属機関として、
（仮称）宇陀市学校適正化推進委員会を設置し、宇陀市
学校規模適正化検討委員会の答申に基づいて、市内小中
学校の具体的な適正化の在り方について審議する。

備  考

事業 1 本庁事務局費

根拠条例等
総合計画 基本計画 ４−２−２ 学校の教育環境の充実

 （仮称）宇陀市学校適正化推進委員会を開催するにあ
たり、委員の報酬及び旅費を計上する。
【報酬】
会⻑ 7,800円×1/2× 1人×2回＝7,800円
委員 6,800円×1/2×16人×2回＝108,800円
【旅費】
690円×2（往復）×2人×2回＝5,520円

123

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源 123

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

報酬 0 117 117
旅費 0 6 6

合 計 0 123 123

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

2,081

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 成人式新型コロナウイルス感染症対策事業
補正予算

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 社会教育総務費

款 9 教育費

項 5 社会教育費

生涯学習課

 コロナ禍において、新しい生活様式に対応し、感染症
対策を十分に図りながら、安全で安心して市全体で未来
を担う新成人を祝福し、社会における成人としての自覚
と周りの方々や地域に対する感謝の気持ちを醸成すると
ともに、将来の活躍と幸せを願う。

備  考

事業 3 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

根拠条例等
総合計画

ふるさと応援基金繰入金 2,081

基本計画 ４−３−１ 生涯学習環境の充実

 新型コロナウイルス感染症拡大以前は、宇陀市文化会
館で成人式を開催していたが、新型コロナウイルス変異
株の情報もあり、ソーシャルディスタンスを確保するた
め、令和3年開催と同様に宇陀市総合体育館で実施するた
めの会場の設営や感染予防対策の徹底に要する経費。
○新成人対象者数 248名（令和3年6月時点）
 ※令和３年成人式参加者 計 436名
 ・新成人204名、来賓33名、主催者（ｽﾀｯﾌ含）32名、
  委託業者22名、一般観覧者（家族等）145名
○事業概要
 ・成人式会場設営等（床養生シート敷設、舞台等設
  営、音響照明、暖房、看板等）

2,081

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 2,081

R3補正前
予算額

一般財源

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

需用費 0 50 50
委託料 0 2,031 2,031

合 計 0 2,081 2,081

(単位:千円)
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事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

5,918

令和 3 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 中央公⺠館管理運営事業
補正予算

4,631

R3現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(教育委員会事務局)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 公⺠館費

款 9 教育費

項 5 社会教育費

公⺠館

 社会教育法に基づき、建物・設備の適正な維持管理の
もと、実生活に即する教育、学術及び文化に関する各種
の事業を行い、市⺠の教養の向上、健康の増進、情操の
純化を図り、生活文化の振興や社会福祉の増進に寄与す
る。

備  考

事業 1 本庁公⺠館費

根拠条例等 宇陀市公⺠館条例
総合計画 基本計画 ４−３−１ 生涯学習環境の充実

 定期点検により高圧受電設備の動作不良が発覚し、漏
電等の不測の事態が発生した場合、本施設だけでなく周
辺地域にも影響を及ぼすため、高圧地絡継電器、遮断装
置、高圧ケーブルを改修する。

1,287

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他

R3補正前
予算額

一般財源 1,287

補正額
科 目 補正前 補正額 補正後

報酬 124 0 124
報償費 160 0 160
旅費 5 0 5
需用費 2,250 1,287 3,537
役務費 304 0 304
委託料 1,236 0 1,236
使用料及び賃借料 475 0 475
負担金、補助及び交付金 67 0 67
公課費 10 0 10

合 計 4,631 1,287 5,918

(単位:千円)
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補正額 10,134

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

10,134

特定財源の状況（単位：千円）
治山施設災害復旧事業補助金
           5,067
緊急自然災害防止対策事業債
           5,000

備  考

国費

県費 5,067

市債 5,000

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 林道四箇村線の林地に土砂崩落が発生したため、治山
施設災害復旧工事を実施する。
 被災面積 100㎡
 

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 67

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ３−３−４ 森林の保全と多面的利用の促進
根拠条例等

款 10 災害復旧費

区分 № 区分名

事業の目的

 自然災害により林地に被害が発生したため、市町村治
山事業により復旧事業を実施する。

事業 1 治山施設災害復旧費

目 3 治山施設災害復旧費

項 1 農林業施設災害復旧費

所管課 農林課 (農林商工部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 治山施設災害復旧事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後

工事請負費 0 7,134 7,134

測量・設計委託料 0 3,000 3,000

合 計 0 10,134 10,134

(単位:千円)
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令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート
事業
区分

継続 事業名 公共土木施設災害復旧事業
所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

款 10 災害復旧費

区分 № 区分名

事業の目的

 令和3年7月の豪雨により被災した公共土木施設の復旧
を行い、安全で快適な道路環境を確保する。

事業 1 本庁公共土木施設災害
復旧費

目 1 公共土木施設災害復旧
費

項 2 公共土木施設災害復旧
費

総合計画 基本計画 ２−３−１ 安全で快適な道路環境の維持・整備
根拠条例等

国費

県費

市債 9,400

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 令和3年7月9日及び12日の豪雨に伴う公共土木施設災
害復旧工事を実施する。

公共土木施設災害復旧工事（市道の路肩崩壊、陥没等）
大宇陀地域 3件
室生地域  2件
 合計   5件 9,400千円

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

補正額 9,400

R3補正前
予算額

26,626

R3現計
予算額

36,026

特定財源の状況（単位：千円）
単独災害復旧事業債 9,400

備  考

科 目 補正前 補正額 補正後
需用費 543 0 543
役務費 51 0 51
委託料 5,104 0 5,104
使用料及び賃借料 915 0 915
工事請負費 20,000 9,400 29,400
公課費 13 0 13

合 計 26,626 9,400 36,026

(単位:千円)
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補正額 1,750

R3補正前
予算額
R3現計
予算額

1,750

特定財源の状況（単位：千円）
単独災害復旧事業債 1,200

備  考

国費

県費

市債 1,200

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円） 令和3年7月9日の豪雨による法定外公共物の被災箇所
で、緊急を要する箇所への工事費及び機械器具借上料

榛原地域 2件 里道（路肩決壊、空洞化、閉塞）

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源 550

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

総合計画 基本計画 ２−３−１ 安全で快適な道路環境の維持・整備
根拠条例等

目 1 公共土木施設災害復旧
費

項 2 公共土木施設災害復旧
費

款 10 災害復旧費

区分 № 区分名

事業の目的

 令和3年7月の豪雨により被災した法定外公共物の機能
回復を行う。

事業 1 本庁公共土木施設災害
復旧費

所管課 建設課 (建設部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

新規 事業名 法定外公共物災害復旧事業
令和 3 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後
機械器具使用料 0 500 500
工事請負費 0 1,250 1,250

合 計 0 1,750 1,750

(単位:千円)
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